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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和5年11月21日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：吉野長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから11月21日の原子力規制庁定例ブ

リーフィングを始めます。 

○吉野総務課長 報道官の吉野です。 

  原子力規制委員会の広報日程について御説明します。 

  11月22日水曜日は、第46回原子力規制委員会と第47回原子力規制委員会の臨時会議が

開催されます。 

  まず、定例の規制委員会のほうですけれども、議題は3つございます。 

  議題の1は「日本原子力発電株式会社東海第二発電所の発電用原子炉設置変更許可申

請書（発電用原子炉施設の変更）に関する審査の結果の取りまとめ－標準応答スペクト

ルを考慮した基準地震動の追加等－」です。 

  これは、東海第二発電所の設置変更許可申請の審査書案を委員会に諮るものです。こ

の申請は、標準応答スペクトルを考慮して、全国共通に考慮すべき地震動の評価を行っ

て基準地震動を追加したというもので、2021年6月25日に申請されております。 

  事業者は、新たな地震動を考慮しても、施設の安全機能については重大な影響がない

と説明をしておりまして、今後、設計及び工事計画の変更認可申請の審査の中で確認を

行っていくことになります。 

  議題の2ですが、「原子力事業者防災業務計画の確認に係る視点等について」の改正案

に対する意見公募の結果です。 

  原子力規制委員会では、原子力事業者が実施する事業者防災訓練について、毎年度訓

練実施方針を作成しております。今年の8月30日に令和5年度の訓練実施方針の策定につ

いて議論を行った際に、これまで行ってきた取組の中で、柔軟で自主的な防災訓練の実

施促進を目的にした訓練評価に、事業者のピアレビュー結果を活用する取組、それから、

相対的にリスクの小さい原子力事業所で実施してきた、より現実に即した訓練シナリオ

で訓練を行うという趣旨で、原子力緊急事態に至らない事象への対応を重点に置いた訓

練を実施して、原子力緊急事態については、万一起きた場合の関係機関の通報などの必

要な要素のみの訓練を実施するという二部式の訓練について、そういった訓練の取組が

一定の効果が見込まれるということから、この2つの取組を「原子力事業者防災業務計画

の確認に係る視点等について」という規制庁の文書のほうに盛り込んで、恒常的に促進
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していくということについて、委員会の了承をいただいております。了承いただいたの

は、今年の8月30日です。 

  今回、その文書の改定案について、8月31日から10月1日まで意見公募を行った結果、

17件の意見提出があったので、それについて考え方を整理したものと、文書の改正案と

を委員会に諮るというものでございます。 

  議題の3は「令和5年度第2四半期の原子力規制検査」の結果です。 

  原子力規制検査、令和5年度第2四半期については、日常検査に加えて35件のチーム検

査が行われております。あしたは、実施された検査について、第2四半期に確認された検

査指摘事項と、以前確認した検査気づき事項のうち、検査継続中であるものを中心に報

告される予定となっております。また、あわせて、1F（福島第一原子力発電所）で行わ

れております実施計画検査の結果も報告されます。 

  2番目の案件、第47回原子力規制委員会臨時会議ですが、これは先ほど申し上げた原子

力規制検査等の並びで、核物質防護に関する検査の実施状況が、今年度の第2四半期分に

ついて報告される予定となっております。核物質防護に関する情報に係る内容のため、

この会議は非公開で行われます。 

  最後に、委員の現地視察について、1件追加がございます。 

  田中委員が、QSTのナノテラスと呼ばれる次世代放射光施設について視察を行います。

予定日は11月27日月曜日、13時から15時10分となっております。 

  その他の案件でございますけれども、11月28日火曜日に、原子力規制委員会福島県産

品販売会が行われます。このビルで行われます。 

  この販売会は、東日本大震災からの復興への協力、東京電力福島第一原子力発電所事

故による風評被害の払拭を目的とした県産品のアピール、原子力規制庁職員が福島県の

人、物、文化に直接触れる機会として実施するものでございます。福島県産品のアピー

ルをされている日本橋ふくしま館-MIDETTEと、福島県の6次産業化推進プロジェクトの

ふくしま満天堂が出店を予定されております。また、会場には福島県の産業や文化に関

する映像やポスターなども展示される予定となっております。オープニングセレモニー

で委員が来場の予定で、取材も受けるということを予定しております。 

  以上です。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属と名前をおっしゃってから

質問をお願いいたします。御質問のある方は手を挙げてください。 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。ありがとうございまし

た。 

－了－ 


